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秀

周

金
代
に
存
し
た
仏
寺
で
、
今
に
そ
の
名
を
伝
え
、
且
つ
当
時
の
状
況
を
細
か

く
知
り
得
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
が
、
東
京
遼
陽
の
清
安
寺
は
、
そ
う
し
た

中
で
と
り
わ
け
詳
し
い
記
録
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の

寺
が
第
五
代
世
宗
皇
帝
の
生
母
李
氏
に
よ
つ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
し

か
も
こ
の
寺
に
は

一
住
持
の
塔
銘
が
遼
陽
の
故
城
肚
か
ら
発
掘
さ
れ
、
文
献
に

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。
金
代
の
そ
れ
も
帝
室
と

関
わ
り
深
い
寺
院
の
姿
を
見
る
に
は
、
清
安
寺
は
恰
好
の
も
の
と
い
え
る
。
清

安
寺
と
李
氏
に
つ
い
て
は
、
既
に
外
山
軍
治
氏
の

「金
代
遼
陽
の
渤
海
人
と
仏

教
」
(『塚
本
博
士
頚
寿
記
念
仏
教
史
学
論
集
』
所
収
)
、野
上
俊
静
氏

「金
帝

室
と
仏
教
」
(『遼
金
の
仏
教
』
所
収
)
等
に
よ
つ
て
そ
の
大
体
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
と
は
い
え
両
氏
の
触
れ
て
お
ら
れ
ぬ
興
味
あ
る
所
は
ま
だ
存
す
る
。
こ

こ
に
清
安
寺
と
李
氏
と
を
中
心
に
し
て
諸
資
料
を
綴
つ
て
み
た
次
第
で
あ
る
。

清
安
寺
創
建
の
事
情
は

『金
史
』
巻
六
四
、
后
妃
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
。

貞
整
皇
后
李
氏
、
世
宗
母
、
遼
陽
人
、
…
…
天
輔
闘
、
選
東
京
士
族
女
子
有

姿
徳
者
、
赴
上
京
、
后
入
容
宗
邸
、
七
年
、
世
宗
生
、
天
会
十
三
年
、
容
宗

麗
、
…
…
旧
俗
、
婦
女
寡
居
、
宗
族
接
続
之
、
后
乃
祝
髪
為
比
丘
尼
、
号
通

慧
円
明
大
師
、
賜
紫
衣
、
帰
遼
陽
、
営
建
清
安
禅
寺
、
別
為
尼
院
居
之
、

貞
贅
皇
后
と
は
世
宗
の
生
母
李
氏
の
識
。
李
氏
は
遼
陽
の
渤
海
人
貴
族
の
出
で

あ
り
、
太
祖
の
子
宗
輔

(廟
号
は
容
宗
)
の
側
室
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
清
安
寺

は
金
帝
室
と
渤
海
人
貴
族
と
の
両
者
価
密
接
な
関
わ
り
を
有
し
た
と
い
え
、
そ

の
結
構
は
建
立
当
初
よ
り
か
な
り
立
派
な
も
の
で
あ
つ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

李
氏
の
没
後
、
清
安
寺
に
は
程
な
く
し
て
即
位
し
た
世
宗
に
よ
つ
て
更
に
増

大
が
行
わ
れ
た
。
后
妃
伝
は
そ
の
経
過
を
こ
う
記
し
て
い
る
。
正
隆
六
年
五

月
、
后
卒
、
世
宗
哀
殿
過
礼
、
以
喪
去
官
、
…
…
世
宗
即
位
干
東
京
、
尊
諮

為
貞
酪
皇
后
、
其
寝
園
日
孝
寧
宮
、
大
定
二
年
、
改
葬
容
宗
於
景
陵
、
初
后

自
建
浮
図
干
遼
陽
、
是
為
垂
慶
寺
、
臨
終
謂
世
宗
日
、
郷
土
之
念
、
人
情
所

同
、
吾
已
用
浮
屠
法
、
置
塔
干
此
、
不
必
合
葬
也
、
.我
死
、
母
忘
此
言
、
世

宗
深
念
遺
命
、
乃
即
東
京
清
安
寺
建
神
御
殿
、
詔
有
司
増
大
旧
塔
、
起
奉
慈

殿
於
塔
前
、
勅
礼
部
尚
書
王
競
為
塔
銘
、
以
叙
其
意
、
…
…
九
年
、
神
御
殿

名
日
報
徳
殿
、
詔
翰
林
学
士
張
景
仁
作
清
安
寺
碑
、
其
文
不
称
旨
、
詔
左
丞

石
据
共
修
之
、

右
に
よ
れ
ば
、
皇
后
の
寝
園
孝
寧
宮
は
遼
陽
に
建
て
ら
れ
、
李
氏
の

「郷
土
之

念
」
は
全
う
さ
れ
た
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
。
し
か
し
実
は
よ
く
よ
く
討
議
を

重
ね
た
末
の
こ
と
、
大
定
二
年
容
宗
が
房
山
の
景
陵
に
改
葬
さ
れ
る
際
に
、
李

氏
も
還
俗
の
う
え
容
宗
に
合
祠
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
清
安
寺
に
加
え
ら

れ
た
幾
度
も
の
増
修
は
、
尚
も
李
氏
生
前
の
厚
い
信
仰
を
尊
ん
で
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
李
氏
合
葬
に
関
す
る
議
論
は

『金
文
雅
』
巻

一
六
に
収
め
る

「金

故
尚
書
右
丞
耶
律
公
神
道
碑
」
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

世
宗
母
、
容
宗
貞
驚
皇
后
、
容
宗
厭
世
、
即
為
比
邸
尼
、
当
時
朝
命
、
嘗
有

国
師
之
号
、
及
是
世
宗
議
遷
耐
於
景
陵
、
朝
臣
有
以
孝
寧
宮
碑
所
載
諮
訓
、

当
用
出
家
礼
葬
、
不
可
違
改
為
言
者
、
事
下
礼
部
、
講
求
往
事
、
主
上
在

潜
、
貞
諮
身
奉
釈
教
、
業
巳
受
朝
命
、
必
当
別
葬
、
無
可
議
者
、
尚
以
人
情

所
難
、
,恐
傷
主
上
孝
心
、
故
出
明
訓
、
使
之
遵
行
、
出
於
母
慈
、
灼
然
可

見
、
本
不
知
有
今
日
之
事
而
然
、
今
則
子
為
天
子
、
母
后
称
号
、
不
得
不
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尊
、
国
師
之
命
、
固
已
革
去
秦
、
向
使
主
上
登
極
之
後
、
貞
酪
万
福
尊
崇
之

数
、
自
有
典
常
、
母
后
聖
性
明
達
、
必
不
重
違
、
有
司
之
請
、
以
従
桑
門
之

教
、
以
此
言
之
、
碑
文
所
載
、
不
可
質
於
今
日
明
矣
、
従
之
、

さ
て
清
安
寺
の
建
立
費
は
皇
后
の
私
財
で
は
な
く
内
府
の
金
銭
に
よ
つ
て
賄

わ
れ
た
。
夫
容
宗
の
地
位
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
も
頷
け
る
こ
と
で
あ
る
。
李
氏

は
別
に
尼
院
を
建
て
て
住
み
、
清
安
寺
は
適
当
な
住
持
の
手
に
依
嘱
さ
れ
た
。

勿
論
殊
に
ふ
さ
わ
し
い
高
僧
が
選
ば
れ
た
に
相
違
な
い
。
そ
う
し
た
寺
の
様
子

は
、
遼
陽
城
趾
か
ら
発
見
さ
れ
た

「東
京
大
清
安
寺
九
代
祖
英
公
禅
師
塔
銘
井

序
」
(羅
振
玉
輯

『満
洲
金
石
志
』
巻
三
所
収
)
に
詳
し
い
。

貞
酪
太
后
、
以
内
府
金
銭
三
十
余
万
、
即
東
都
建
清
安
寺
、
以
祈
冥
福
、
乃

延
四
方
具
眼
納
僧
、
為
之
侶
導
、
師
其
九
代
祖
也
、
…
…

始
清
安
寺
、
以
太
后
所
建
、
有
資
鉦
百
万
、
凡
市
易
者
十
数
、
金
吊
如
山
、

師
未
嘗
留

一
銭
楮
中
、
有
憧
僕
四
百
人
、
戒
女
使
不
得
入
、
□
□
□
四
百

疋
、
例
著
僧
二
人
主
之
、
師
日
、
是
堂
僧
之
所
為
也
、
能
無
敗
道
心
乎
、
留

二
十
疋
、
余
皆
謬
之
、
土
田
之
所
得
、
不
□
□
□
、
遂
分
賜
絨
獲
、
而
使
歳

入
租
焉
、
寄
資
於
庫
、
而
分
其
利
者
、
皆
令
去
之
、
不
喩
□
、
坐
享
其
利
数

倍
、
凡
挙
措
如
此
者
甚
□
、
□
可
毛
挙
、

こ
の
碑
文
は
大
定
二
十
五
六
年
の
状
況
を
記
す
。
清
安
寺
が
如
何
に
豊
か
で
あ

つ
た
か
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
清
安
寺
で
は
創
建
当
初
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
巨
万

の
資
を
利
用
し
て
く
り
返
し
市
易
が
行
わ
れ
た
。
億
僕
は
四
百
人
に
登
つ
た
と

い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
に
住
持
と
な
つ
た
英
禅
師
は

「
こ
れ
が
僧
の
為
す

こ
と
か
。
道
心
を
傷
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
の
言
を
発
し
て
い
る
。
碑
に

は
師
を
無
欲
厳
格
な
人
と
評
す
る
。
と
こ
ろ
が
師
の
行
つ
た
事
は
-

寺
領
の

土
田
は
賊
獲
ら
に
分
賜
し
、
そ
の
小
作
料
を
納
め
し
め
る
。
寺
の
金
融
事
業
に

投
資
し
て
そ
の
利
益
の
一
半
を
受
け
取
つ
て
い
た
者
達
は
、
こ
れ
を
去
ら
し
め

る
-

と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
つ
ま
り
師
は
寺
の
営
利
事
業
に
伴
う
事
務
的

負
担
を
、
よ
り
合
理
的
効
率
的
に
行
う
こ
と
に
よ
つ
て
軽
減
し
、
そ
の
分
だ
け

僧
と
し
て
の
営
み
に
力
を
向
け
さ
せ
よ
う
と
目
論
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
僧
の
質

の
向
上
は
と
も
か
く
、
こ
の
結
果
清
安
寺
は
以
前
に
比
し
て
数
倍
の
利
を
享
受

し
た
と
い
う
。
こ
の
碑
文
は
金
代
寺
院
の
営
利
事
業
の
実
態
を
伝
え
て
貴
重
で

あ
る
。
そ
の
う
え
、
当
時
、
国
と
結
び
つ
き
の
深
い
寺
院
で
も
国
家
の
禦
肘
は

幾
ん
ど
被
る
こ
と
な
く
、
そ
の
住
持
の
自
由
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
を

示
し
て
い
る
点
で
も
甚
だ
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
師
は
到
着
す
る

や
、
李
氏
の
創
建
時
よ
り
続
い
て
い
た
遼
陽
の
貴
人
が
清
安
寺
に
て
入
室
す
る

と
い
う
習
に
も
拒
否
の
態
度
を
執
つ
た
。
同
碑
に
は
続
い
て

初
垂
慶
寺
、
即
太
后
所
居
者
、
其
尼
尽
戚
里
貴
人
、
旧
例
皆
干
清
安
入
室
、

師
至
、
首
拒
其
請
、

と
見
え
る
。
こ
の
記
事
は
ま
た
先
出
の
太
后
の
住
し
た
尼
院
が
垂
慶
寺
で
あ
る

こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
世
宗
の
母
を
追
慕
す
る
念
は
垂
慶
寺
に
も
及
ぼ
さ
れ

て
、
神
御
殿
の
増
設
が
行
わ
れ
た
。
大
定
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

東
京
垂
慶
寺
起
神
御
殿
、
寺
地
編
狭
、
詔
買
傍
近
民
地
、
優
与
其
直
、
不
願

繋
者
、
以
官
地
易
之
、
(『
金
史
』
后
妃
伝
)

仏
教
の
流
布
が
帝
室
内
の
信
仰
心
の
如
何
に
よ
つ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
る
と

す
れ
ば
、
清
安
寺
そ
し
て
垂
慶
寺
は
金
代
の
仏
教
信
仰
を
支
え
る
重
要
な
拠
点

の
一
つ
で
あ
つ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
両
寺
の
そ
の
後
を
物
語

る
資
料
は
残
念
な
こ
と
に
全
く
見
当
ら
な
い
。
帝
室
そ
れ
も
世
宗
個
人
と
の
結

び
つ
き
の
強
い
寺
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
衰
殿
も
早
か
つ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
な
お
先
掲
の
羅
氏
の
書
に
は
綾
か
な
が
ら
誤
り
が
あ
り
、
園
田
一
亀
編
の

『満
洲
金
石
志
稿
』
及
び

『遼
陽
県
志
』
巻
三
五
に
引
か
れ
た
同
碑
文
を
以
つ

て
校
し
た
所
が
あ
る
。
追
記
し
て
お
く
。

(東
海
女
子
短
期
大
学
講
師
)

金
代
遼
陽

の
清
安
寺

に
つ
い
て

(
今

井
)
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